
高
速
道
路
の
整
備
に
伴
う

沿
線
経
済
圏
の
成
立

　

経
済
成
長
の
基
盤
と
し
て
の
期
待

の
も
と
、
わ
が
国
の
高
速
道
路
は
１

９
６
０
年
代
以
降
、
急
速
に
建
設
が

進
め
ら
れ
た
。
そ
の
間
、
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
も
進
展
し
、
現
在
の
総

延
長
は
９
０
０
０
㌔
㍍
以
上
に
も
及

ぶ
（「
道
路
統
計
年
報
２
０
１
４
」

記
載
の
高
速
自
動
車
国
道
の
総
延

長
）。
87
年
に
制
定
さ
れ
た
第
四
次

全
国
総
合
開
発
計
画
で
は
、
高
規
格

幹
線
道
路
網
を
お
よ
そ
１
万
４
０
０

０
㌔
㍍
と
し
て
お
り
、
現
在
の
進
捗

を
ふ
ま
え
る
と
、
さ
ら
に
数
千
㌔
㍍

の
建
設
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

高
速
道
路
の
整
備
は
、
移
動
時
間

の
短
縮
や
移
動
経
費
の
低
減
、
定
時

性
の
向
上
と
い
っ
た
直
接
的
な
効
果

を
も
た
ら
す
。
さ
ら
に
産
業
振
興
と

い
っ
た
間
接
的
な
効
果
も
期
待
で
き

る
。
た
と
え
ば
、
高
速
道
路
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
お
け
る
工
場
の

新
規
立
地
や
郊
外
型
大
型
小
売
店
舗

の
進
出
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
も
ち
ろ

ん
産
業
振
興
だ
け
で
は
な
い
。
日
帰

り
で
い
け
る
距
離
が
延
び
る
な
ど
、

レ
ジ
ャ
ー
機
会
も
増
大
さ
せ
る
。
さ

ら
に
、
災
害
発
生
時
に
は
生
活
物
資

の
輸
送
路
と
し
て
の
活
用
等
も
考
え

ら
れ
る
。

　

高
速
道
路
が
も
た
ら
す
直
接
的
・

間
接
的
な
効
果
へ
の
期
待
か
ら
、
多

く
の
自
治
体
は
高
速
道
路
網
の
拡
大

を
ふ
ま
え
た
成
長
戦
略
を
策
定
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
、「
埼
玉
県
圏
央

道
・
外
環
道
ゾ
ー
ン
地
域
産
業
活
性

化
基
本
計
画
」（
13
年
４
月
策
定
、

埼
玉
県
）
や
「
成
田
空
港
・
圏
央
道

沿
線
地
域
基
本
計
画
」（
15
年
４
月

策
定
、
千
葉
県
）
な
ど
が
あ
る
。
こ

れ
ら
は
、
企
業
立
地
促
進
法
に
基
づ

各
地
域
の
多
様
性
の
再
構
築
・
連
携
を
重
視
し
た
強
靭
性
と
国
際
競
争
力
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
な
か
で
、
高

速
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
に
注
目
が
集
ま
る
。
高
規
格
幹
線
道
路
網
の
構
築
に
は
、
各
高
速
道
路
計
画
を

着
実
に
遂
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
支
え
る
資
金
面
を
み
る
と
、
巨
額
な
高
速
道
路
関
連

債
務
が
目
に
つ
く
。
だ
が
、
主
要
高
速
道
路
の
経
営
は
「
高
速
道
路
ス
キ
ー
ム
」
に
よ
り
安
定
し
て
お
り
、
法

定
さ
れ
た
債
務
返
済
期
限
に
向
け
、
着
実
に
返
済
の
実
行
が
進
ん
で
い
る
。
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い
て
策
定
し
た
基
本
計
画
で
あ
り
、

企
業
立
地
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
も
よ
ば

れ
る
。
企
業
立
地
促
進
法
は
、
産
業

集
積
の
形
成
等
に
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
的
と
し
、
２
０
０
７
年

に
施
行
さ
れ
た
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

は
、
地
域
の
将
来
像
の
概
略
や
集
積

区
域
、
集
積
業
種
、
具
体
的
な
成
果

目
標
を
明
確
に
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向

け
た
大
き
な
指
針
と
な
る
。
各
自
治

体
が
定
め
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
基
づ

き
、
そ
の
業
種
に
属
す
る
事
業
者
は
、

工
場
等
の
新
増
設
を
行
う
際
に
税
制

上
の
優
遇
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

高
速
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
沿
線

に
は
新
た
な
経
済
圏
が
成
立
す
る
。

圏
央
道
を
例
に
あ
げ
る
と
、
高
速
道

路
を
頻
繁
に
利
用
す
る
運
輸
業
で
は
、

圏
央
道
沿
線
に
産
業
の
集
積
が
移
動

し
て
い
る
様
子
を
確
認
で
き
た
。
図

表
１
は
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
埼
玉

県
、
千
葉
県
、
茨
城
県
に
お
け
る
倉

庫
業
の
事
業
所
数
を
08
年
と
11
年
で

比
較
し
た
も
の
で
あ
る
（
比
較
し
た

市
区
町
村
の
総
数
は
２
９
３
）。
こ

れ
に
よ
る
と
、
外
環
道
の
内
側
か
ら

外
側
へ
と
、
産
業
の
集
積
が
徐
々
に

移
動
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

道
路
旅
客
運
送
業
、
道
路
貨
物
運
送

業
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
確
認

で
き
た
。
高
速
道
路
の
整
備
に
よ
る

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
化
は
、
物

流
拠
点
や
商
業
施
設
の
立
地
戦
略
に

少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
る
。

　

首
都
圏
の
道
路
交
通
の
骨
格
は
、

63
年
の
「
首
都
圏
基
本
問
題
懇
談
会

中
間
報
告
書
」
で
３
環
状
９
放
射
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
描
か
れ
、
そ
の

す
べ
て
が
完
成
す
る
の
は
20
年
度
と

さ
れ
て
い
る
。
圏
央
道
が
全
面
開
通

し
、
さ
ら
に
３
環
状
９
放
射
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
完
成
す
れ
ば
、
首
都
圏
の

施
設
立
地
は
大
き
く
変
わ
る
。
工
場
、

物
流
施
設
、
商
業
施
設
が
高
速
道
路

の
沿
線
上
に
自
己
完
結
的
に
集
積
す

る
圏
央
道
沿
線
経
済
圏
の
成
立
が
現

実
味
を
増
す
。

高
ま
る
高
速
道
路
の 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の 

重
要
性

　

高
規
格
幹
線
道
路
網
の
計
画
期
間

は
ま
だ
残
っ
て
お
り
、
そ
の
整
備
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
た
め
、
高
速

道
路
の
整
備
は
今
後
も
続
く
も
の
と

思
わ
れ
る
。
他
方
、
現
在
の
日
本
で

は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
と
い

う
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
進
行
し
て

い
る
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
国
際
化
や

自
然
環
境
へ
の
対
応
も
よ
り
高
い
水

準
で
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
、

こ
の
よ
う
な
環
境
変
化
に
対
応
し
た

整
備
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

国
土
交
通
省
は
14
年
７
月
に
「
国

土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
５
０

〜
対
流
促
進
型
国
土
の
形
成
〜
」
を

公
表
し
た
。
50
年
を
見
据
え
た
国
土

づ
く
り
の
理
念
や
考
え
方
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
人
口
減
少
問
題
、
巨
大

災
害
に
対
す
る
国
土
の
脆
弱
性
を
背

景
と
し
て
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ

の
な
か
で
、
各
地
域
の
多
様
性
の
再

構
築
と
、
複
数
の
地
域
間
の
連
携
に

よ
り
、
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
交
流
を

促
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
提
言

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
様
性
の
再
構

築
と
連
携
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
集
約
化
と
、
大
都

市
圏
・
地
方
都
市
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
つ
と
し
て
高

速
道
路
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
（
高
速
道

路
利
用
料
金
収
受
だ
け
で
は
な
く
、

渋
滞
回
避
や
安
全
運
転
支
援
と
い
っ

た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
有
益
な
情
報
を

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
）
の
導
入
や
、

主
要
施
設
へ
直
結
す
る
高
速
道
路
の

出
入
口
の
増
設
で
あ
る
。
前
者
は
、

大
都
市
圏
で
と
く
に
注
目
さ
れ
て
い

る
。
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
渋
滞

を
避
け
た
ル
ー
ト
で
の
高
速
道
路
料

金
の
割
引
等
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
率
化
に
寄

与
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
後
者

は
、
渋
滞
の
緩
和
、
施
設
の
利
便
性

向
上
を
狙
っ
た
策
で
あ
る
。
高
速
道

路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
直
結
す
る

施
設
と
し
て
病
院
や
商
業
施
設
、
工

業
団
地
、
物
流
施
設
、
空
港
、
港
湾

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
日
本
に
お
い
て
は
、
各
地

域
の
多
様
性
の
再
構
築
と
連
携
を
重

視
し
た
強
靭
性
と
国
際
競
争
力
の
向

上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
支

え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
と
し
て
、

高
速
道
路
と
い
う
社
会
イ
ン
フ
ラ
は

重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

主
要
高
速
道
路
関
連
債
務
は 

完
済
が
法
定
事
項

　

そ
れ
で
は
、
各
高
速
道
路
計
画
を

遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
の
資
金
調
達

と
債
務
返
済
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
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は
主
要
高
速
道
路
の
経
営
体
制
を
み

て
み
る
と
、
05
年
の
旧
道
路
４
公
団

改
革
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
六
つ
の
高

速
道
路
会
社
お
よ
び
高
速
道
路
保
有

・
債
務
返
済
機
構
（
以
下
、「
機

構
」）
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
（
注
１
）。
そ
う
し
た
経
営
体
制

下
で
、
高
速
道
路
各
社
は
、
高
速
道

路
お
よ
び
関
連
施
設
の
運
営
・
維
持

・
新
設
等
を
、
機
構
は
、
高
速
道
路

資
産
の
保
有
と
債
務
返
済
を
担
う
と

さ
れ
て
い
る
。
高
速
道
路
各
社
と
機

構
は
、
両
者
の
間
で
締
結
す
る
「
協

定
」
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
高
速
道

路
ス
キ
ー
ム
」
と
し
て
一
体
不
可
分

な
関
係
と
な
っ
て
お
り
、
高
速
道
路

関
連
債
務（
注
２
）を 「
45
年
間
」の
料

金
徴
収
期
間
で
完
済
す
る
こ
と
が
〝

法
定
〞
さ
れ
て
い
る
（
大
規
模
更
新

・
修
繕
の
た
め
の
債
務
を
除
く
、
注

３
）。

　

な
お
、
旧
道
路
４
公
団
時
代
は
、

新
規
の
高
速
道
路
計
画
が
追
加
さ
れ

る
た
び
に
債
務
償
還
期
間
の
起
算
日

が
後
ろ
倒
し
さ
れ
、
債
務
償
還
期
限

が
事
実
上
先
延
ば
し
さ
れ
た
。
こ
れ

が
、
採
算
性
の
低
い
高
速
道
路
建
設

投
資
の
継
続
と
債
務
の
累
積
と
い
う

悪
循
環
の
元
凶
と
さ
れ
、
旧
道
路
４

公
団
改
革
後
「
45
年
間
」
で
高
速
道

路
関
係
債
務
を
完
済
す
る
こ
と
が　

〝
法
定
〞
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

債
務
返
済
は
総
じ
て 

順
調

　

図
表
２
に
高
速
道
路
各
社
と
機
構

に
よ
る
高
速
道
路
ス
キ
ー
ム
を
示
す
。

高
速
道
路
各
社
の
主
た
る
収
入
源
は
、

高
速
道
路
事
業
に
お
け
る
料
金
収
入

で
あ
り
、
そ
れ
を
原
資
と
し
て
機
構

に
対
し
道
路
資
産
賃
借
料
を
支
払
っ

て
い
る
。
そ
の
道
路
賃
借
料
は
、
高

速
道
路
会
社
と
機
構
と
締
結
し
た

「
協
定
」
に
定
め
ら
れ
、
か
り
に
高

速
道
路
会
社
が
得
た
料
金
収
入
が
道

路
資
産
賃
借
料
の
前
提
と
な
る
計
画

料
金
収
入
か
ら
１
％
よ
り
上
ぶ
れ
た

場
合
に
は
機
構
へ
支
払
う
道
路
資
産

賃
借
料
も
上
ぶ
れ
た
分
だ
け
拡
大
し
、

逆
に
マ
イ
ナ
ス
１
％
よ
り
下
ぶ
れ
た

場
合
に
は
機
構
へ
支
払
う
道
路
資
産

賃
借
料
が
下
ぶ
れ
た
分
だ
け
縮
小
す

る
取
決
め
と
な
っ
て
い
る
。

　

加
え
て
、
高
速
道
路
各
社
に
よ
る

高
速
道
路
の
新
設
は
協
定
に
定
め
ら

れ
た
も
の
に
限
ら
れ
、
高
速
道
路
が

完
成
す
る
と
そ
の
資
産
お
よ
び
債
務

（
ロ
ー
ン
や
高
速
道
路
会
社
債
）
を

機
構
に
引
き
渡
す
仕
組
み
と
さ
れ
る
。

〔図表１〕 倉庫業は外環道内側から外側へ移行

（注）⒈�　１都４県の293市区町村における、08年と11年の倉庫業の事業所数を比較し、増加数の上位から順に区分して表示。
　　⒉　11年当時に整備済みであった圏央道や外環道のルートのおおよその位置を記載。
（出所） 　国土数値情報「行政区域データ」、総務省・経済産業省「経済センサス」（09年、12年）のデータを加工・集計し、大

和総研が作成。

外環道内側から外側へ
の産業集積の移動

圏央道

外環道
上位１～10位（+4～+8）

上位11～20位（+3）

その他（‒8～+2）

下位11～20位（‒13～‒9）

下位１～10位（‒28～‒14）
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か
り
に
建
設
費
用
が
高
速
道
路
会
社

側
の
責
任
で
協
定
に
定
め
た
債
務
引

受
限
度
額
を
上
回
る
場
合
、
高
速
道

路
会
社
の
負
担
が
発
生
す
る
可
能
性

は
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
過
去
事
例

は
き
わ
め
て
少
な
い
。
つ
ま
り
、
高

速
道
路
各
社
の
事
業
リ
ス
ク
は
機
構

に
よ
り
大
き
く
低
減
さ
れ
、
高
速
道

路
ス
キ
ー
ム
に
一
体
化
さ
れ
て
い
る

と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　

な
お
、
関
連
事
業
（
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ

運
営
等
）
は
比
較
的
安
定
的
に
黒
字

を
計
上
し
て
い
る
が
、
高
速
道
路
事

業
と
比
べ
て
規
模
が
小
さ
く
、
お
お

む
ね
自
己
資
金
の
範
囲
内
で
運
営
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
機
構
は
高
速
道

路
各
社
か
ら
徴
収
す
る
道
路
資
産
賃

借
料
を
原
資
と
し
、「
45
年
間
」
で

高
速
道
路
関
連
債
務
を
完
済
す
べ
く
、

高
速
道
路
資
産
・
債
務
を
管
理
す
る
。

高
速
道
路
関
連
債
務
は
年
々
減
少
し

て
い
る
が
、
債
務
残
高
が
大
き
い
こ

と
も
あ
り
、
借
換
え
が
必
須
だ
。
そ

の
際
は
、
高
速
道
路
ス
キ
ー
ム
全
体

に
対
す
る
投
資
家
や
金
融
機
関
の
信

頼
が
重
要
と
な
る
。
現
時
点
で
は
、

債
務
返
済
原
資
と
な
る
道
路
資
産
賃

借
料
収
入
は
お
お
む
ね
安
定
し
て
お

り
、
超
低
金
利
環
境
下
に
お
い
て
利

払
い
負
担
が
低
減
し
た
こ
と
か
ら
、

計
画
前
倒
し
で
債
務
返
済
が
進

行
し
て
い
る
（
注
４
）。

現
行
ス
キ
ー
ム
に 

改
善
の
余
地
も

　

昨
年
、
国
土
交
通
省
は
「
高

速
道
路
機
構
・
会
社
の
業
務
点

検
」
に
お
い
て
高
速
道
路
ス
キ

ー
ム
の
着
実
な
成
果
を
認
め
、

当
面
は
現
体
制
を
維
持
す
る
方

向
と
し
た
。
た
だ
し
、
現
体
制

に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

あ
る
こ
と
も
確
か
な
よ
う
だ
。

　

た
と
え
ば
、
現
行
ス
キ
ー
ム

は
高
速
道
路
各
社
が
高
速
道
路

事
業
で
稼
げ
る
体
制
で
は
な
い

た
め
、
自
ら
の
経
営
判
断
で
ミ

ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
（
注
５
）
解

消
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
取

組
み
に
着
手
し
に
く
い
。
ま
た
、

高
速
道
路
イ
ン
フ
ラ
に
新
た
な

価
値
（
例
：
自
動
運
転
の
た
め

の
路
車
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
技
術
等
）
を
も
た
ら
す
よ
う

な
投
資
を
行
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
に
乏
し
い
と
の
意
見
も
あ
る
。

　

確
か
に
、
現
行
ス
キ
ー
ム
が

道
路
イ
ン
フ
ラ
の
機
能
改
善
や

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
害
す
る

〔図表２〕 高速道路各社と機構は「高速道路スキーム」により一体化

（出所）　高速道路機構資料等をもとに大和証券作成。

１%ルール
の適用

債務高速
道路
資産

道路
リース

リース料

完成道路資産

仕掛道路資産

関連事業資産等
（SA/PA、新規
事業等）

資本

資本

債務
（社債・ローン）

債務
（社債・ローン）

債務

【高速道路各社のＢＳ】

【高速道路機構のＢＳ】

投資家
金融機関

元利
払い

投資・
融資

投資・
融資

元利
払い

■高速道路機構
⇒高速道路関連債務の返済、資産保有を担う

■高速道路会社
⇒高速道路の運営、維持修繕、新設を担う

債務引受け
スキーム

完成道路資産と債務引渡し
限度額は協定に従う

「重畳的債務引受け」というスキーム

投資家
金融機関

協定の締結

高速
道路
各社

債券（政府
保証債・財
投機関債）、
ローン

高速道路各社は高速道路の建設や大規模更新・
大規模修繕を行い、完了後に機構に資産・債務
を引き渡す

資産と債務の引渡し
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も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
は
ず
だ
。

同
時
に
旧
道
路
４
公
団
時
代
の
教
訓

を
常
に
意
識
す
る
必
要
は
あ
ろ
う
。

（
注
）１　

六
つ
の
高
速
道
路
会
社
は
、
東

日
本
高
速
道
路
、
中
日
本
高
速
道

路
、
西
日
本
高
速
道
路
、
首
都
高
速

道
路
、
阪
神
高
速
道
路
、
本
州
四
国

連
絡
高
速
道
路
。
東
日
本
、
中
日

本
、
西
日
本
高
速
の
株
主
は
政
府

１
０
０
％
。
首
都
高
速
の
株
主
は
、

政
府
49
・
99
％
・
地
方
公
共
団
体

50
・
01
％
。
阪
神
高
速
の
株
主
は
、

政
府
50
・
00
％
・
地
方
公
共
団
体

50
・
00
％
。
本
四
高
速
の
株
主
は
、

政
府
66
・
60
％
・
地
方
公
共
団
体

33
・
40
％
。

２　

高
速
道
路
関
連
債
務
残
高
は
、

２
０
０
５
年
の
高
速
道
路
機
構
発
足

時
点
で
38
・
２
兆
円
、
15
年
度
期
首

時
点
で
29
・
１
兆
円
。

３　

05
年
の
法
律
制
定
時
に
想
定
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
「
高
速
道
路
の
大

規
模
更
新
・
修
繕
」
の
必
要
性
か

ら
、
14
年
に
高
速
道
路
関
連
債
務
の

完
済
期
限
を
「
15
年
間
」
延
長
す
る

法
改
正
が
行
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
15

年
間
延
長
は
あ
く
ま
で
大
規
模
更
新

・
修
繕
の
た
め
の
延
長
と
さ
れ
、
既

存
事
業
に
係
る
債
務
に
つ
い
て
は
予

定
ど
お
り
「
45
年
間
」
で
償
還
す
る

と
し
た
。
な
お
、
す
べ
て
の
道
路
関

連
債
務
を
完
済
し
た
あ
と
は
、
高
速

道
路
が
無
料
に
な
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。

４　

計
画
値
は
15
年
度
期
首
時
点
で

30
・
５
兆
円
で
あ
っ
た
。

５　

た
と
え
ば
、
港
湾
・
空
港
等
と

の
接
続
が
で
き
て
い
な
い
ケ
ー
ス

や
、
す
で
に
高
速
道
路
が
存
在
し
て

も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
が
脆
弱
な
ケ

ー
ス
を
含
む
。

は
な
も
と　

あ
き
へ
い

14
年
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究

科
を
修
了
。
同
年
大
和
総
研
に
入
社

し
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
ビ
ジ

ョ
ン
策
定
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
築
、
事

業
再
編
等
に
従
事
す
る
ほ
か
、
公
共

イ
ン
フ
ラ
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ー
ム
で

レ
ポ
ー
ト
を
執
筆
。

せ
り
ざ
わ　

け
ん
じ

06
年
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究

科
を
修
了
。
同
年
大
和
総
研
（
現
大

和
証
券
）
に
入
社
し
、
エ
ク
イ
テ
ィ

調
査
に
従
事
し
た
後
、
大
和
証
券
キ

ャ
ピ
タ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ツ
香
港
を
経

て
、
12
年
か
ら
現
職
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

調
査
に
従
事
。
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